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＊ 1962 年ニューギニア日食観測隊のスライド 272 枚を収蔵 
アーカイブ新聞も 1000 号近くなると、過去にどんな記事を書いたかはすべて記憶してい

ない。アーカイブ新聞を「ニューギニア日食」で検索すると、7、14、21、101、503、606
号がヒットした。第 7 号はニューギニア日食記録映画の発見記事、第 14 号はニューギニア

日食記録映画 DVD 完成記事、第 21 号はスワロフ島海図発見記事の中に記載がある、第 101
号には、過去の日食観測隊の中に記述があり。第 604 号にはペルー日食記事の中に記述が

あった。 
今回、1962 年のニューギニア日食観測隊員の 1 人であった日江井名誉教授からニューギ

ニア日食時のスライド 272 枚の提供を受けた。 
1962（昭和 37）/2/5 ニューギニアは、太陽観測所のホームページによれば、 
 観測隊員：斉藤国治、秦茂、日江井栄二郎、平山淳、中村強 
観測地：ニューギニア島ラエ  
結果：閃光スペクトル、偏光の写真測光、大気光輝線の強度測定 

 筆者が整備した太陽塔望遠鏡地下室には、ニューギニア日食に使われたカメラを収蔵・

展示してある（写真 1）。 

写真 1 1962 年のニューギニア日食観測に使われた観測装置 

 太陽塔望遠鏡の地下室は、部屋全体がアインシュタインの一般相対性原理の検証のため

に建設された分解能 220000の高分散分光器である。現在は、ここが分光器室であったこと

から 2008年に発足した天文情報センターアーカイブ室の手によって、国立天文台に残され

た分光器を集めて分光器資料館になっている。しかし、太陽塔望遠鏡（アインシュタイン



塔）という呼称は捨てがたく、分光器資料館という名称にはしなかったが、国立天文台に

整備された博物館の一つである。 

 日江井名誉教授から提供を受けた 272枚のスライドは、ハーフサイズのカラー版で、ス

ライドの枠の接着剤が劣化しており、もはや枠から外れたり、凸面になったりしているが、

工夫してデジタルデータとして取り込んだ。これらのスライドには、観測の様子や、観測

機材は全く写っていない。多くは現地の風景、船の様子、現地の人たちの様子などが写っ

たものである。まずは、272 枚のサムネイル画像を載せる。 

 

 



 
 



 

 



 

 

 



 

 



 

 
 サムネイル版を作成して、番号付けにミスがあることに気が付いた。全部で 272 枚であ

る。番号 134 番、150 番を欠番となっている 
観測隊員は記録によれば斉藤国治、秦茂、日江井栄二郎、平山淳、中村強の 5 人である

が、スライドに写っている秦茂、日江井栄二郎、平山淳の 3 人と、海上保安庁水路部の山



崎昭の 4 人である(写真 1)。斎藤国治、中村強のお 2 人ともよく知った方だが、この 272 枚

のスライドに現れてこない。 

    
     写真 1 前列：日江井栄二郎、後列左から秦 茂、平山淳、山崎昭 
 まだ戦後の痕跡が濃い時代の写真で、ニューギニア・ラエは激戦地で日本軍の軍艦が傾

いて座礁している写真がある(写真 2、写真 3)。 

  
         写真 2                 写真 3 
 また、戦没者を供養する観測隊関係者の写真もある。戦後まだ十分な遺骨収集などがで

きていなかった時代だったのであろう。どのような状況でこの写真が撮られたか知れない

が、遺骨が発見された現場での供養であったかもしれない（写真 4、5、6）。 



 観測隊を運んだ船の写真もある、「かごしま丸」と読める（写真 7、8、9）。この日食より

4 年前のスワロフ日食では、北海道大学水産学部附属練習船「おしょろ丸」が使われたが、

今回は、鹿児島大学水産学部が所有する練習船「かごしま丸」が使われたようだ。 

   
   写真 4        写真 5            写真 6 

   
    写真 7       写真 8             写真 9 
 観測隊の様子を見る現地の人々の写真（写真 10）、写真 11 は現地の人々の住居の写真で

あろうか？隔世の感のある写真である。 

  
        写真 10                  写真 11 
 現地の人たちの民族衣装をまとった歓迎の行事のような写真もある(写真 12、13)。 



   
      写真 12                写真 13 

これらアーカイブ新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただけ

れば幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


